






圧の上昇 に伴い有意に高い値 を示 した。 またHR,
RRは抑制後有意に上昇 した。pHは抑制圧の変化
とともに有意に低下 しアシ ドーシスへ と変化 した。
PaO2は100mmHgで有意 に低い値 を示 し,open




間抑制であっても,動 脈圧,中 心静脈圧,心 拍数,
呼吸数が有意に上昇 した。また血液ガス分析の結
果,PaO2は有意差 に減少 し,逆 にPaCO2は有意
に上昇 した。短時間の抑制で も,抑制圧の上昇 と





本論文 に関 して,審 査委員会 が平成24年1月
12日に開催 された。委員よ り,1)ウ サギ を選
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下RR)と,圧 力をすべて開放 した5分 後(以 下
open)のデータを計測 した。 さらに動脈血 を採
取 し,血液ガス分析を行った。
分析項 目は重炭酸イオン(以 下HCO3-),動脈
血pH(以下pH),酸素分圧(以 下PaO2)および
